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猪木・手島法律事務所猪木・手島法律事務所猪木・手島法律事務所猪木・手島法律事務所

弁護士 猪 木 健 二弁護士 猪 木 健 二弁護士 猪 木 健 二弁護士 猪 木 健 二

□弁護士登録 平成４年４月□弁護士登録 平成４年４月□弁護士登録 平成４年４月□弁護士登録 平成４年４月

（登録番号22432）（登録番号22432）（登録番号22432）（登録番号22432）

□事務所設立 平成７年４月□事務所設立 平成７年４月□事務所設立 平成７年４月□事務所設立 平成７年４月

□主な経歴□主な経歴□主な経歴□主な経歴

S39.07.03 岡山市生まれS39.07.03 岡山市生まれS39.07.03 岡山市生まれS39.07.03 岡山市生まれ

S58.03 岡山芳泉高校卒S58.03 岡山芳泉高校卒S58.03 岡山芳泉高校卒S58.03 岡山芳泉高校卒

S62.03 岡山大学法学部卒S62.03 岡山大学法学部卒S62.03 岡山大学法学部卒S62.03 岡山大学法学部卒

H01 司法試験合格H01 司法試験合格H01 司法試験合格H01 司法試験合格

H02.04 司法研修所入所H02.04 司法研修所入所H02.04 司法研修所入所H02.04 司法研修所入所

H04.04 弁護士登録H04.04 弁護士登録H04.04 弁護士登録H04.04 弁護士登録

H07. 04 猪木法律事務所開設H07. 04 猪木法律事務所開設H07. 04 猪木法律事務所開設H07. 04 猪木法律事務所開設

H13 .～ 岡山弁護士会住宅紛争H13 .～ 岡山弁護士会住宅紛争H13 .～ 岡山弁護士会住宅紛争H13 .～ 岡山弁護士会住宅紛争

審査会・紛争処理委員審査会・紛争処理委員審査会・紛争処理委員審査会・紛争処理委員

H14.02.01～H22.03.31H14.02.01～H22.03.31H14.02.01～H22.03.31H14.02.01～H22.03.31

岡山県建設工事紛争岡山県建設工事紛争岡山県建設工事紛争岡山県建設工事紛争

審査委員審査委員審査委員審査委員

H17.04.～H18.03H17.04.～H18.03H17.04.～H18.03H17.04.～H18.03

岡山弁護士会副会長岡山弁護士会副会長岡山弁護士会副会長岡山弁護士会副会長

H18.05.～H21.04H18.05.～H21.04H18.05.～H21.04H18.05.～H21.04

日弁連ADR委員会委員日弁連ADR委員会委員日弁連ADR委員会委員日弁連ADR委員会委員

H18.08 . ～ 手島弁護士と事務H18.08 . ～ 手島弁護士と事務H18.08 . ～ 手島弁護士と事務H18.08 . ～ 手島弁護士と事務

所合併所合併所合併所合併

H22.07.～ 岡山県収用委員会H22.07.～ 岡山県収用委員会H22.07.～ 岡山県収用委員会H22.07.～ 岡山県収用委員会

委員委員委員委員

はじめにはじめにはじめにはじめに■

高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全

を図るために成年後見制度を図るために成年後見制度を図るために成年後見制度を図るために成年後見制度

を利用す るケー スが増え てを利用す るケー スが増え てを利用す るケー スが増え てを利用す るケー スが増え て

います。います。います。います。

そこで、イ）特にどのようなそこで、イ）特にどのようなそこで、イ）特にどのようなそこで、イ）特にどのような

場合にこの制度の利用を検場合にこの制度の利用を検場合にこの制度の利用を検場合にこの制度の利用を検

討すべきか、ロ ）速やかに申討すべきか、ロ ）速やかに申討すべきか、ロ ）速やかに申討すべきか、ロ ）速やかに申

立をするにはどのような準備立をするにはどのような準備立をするにはどのような準備立をするにはどのような準備

が必要で、弁護士とどのようが必要で、弁護士とどのようが必要で、弁護士とどのようが必要で、弁護士とどのよう

に役割分担すべきかを説明に役割分担すべきかを説明に役割分担すべきかを説明に役割分担すべきかを説明

していきます。していきます。していきます。していきます。

なお 、本人の判断能力になお、本人の判断能力になお、本人の判断能力になお、本人の判断能力に

よって、利用できる制度は後よって、利用できる制度は後よって、利用できる制度は後よって、利用できる制度は後

見、保佐、補助と異なってき見、保佐、補助と異なってき見、保佐、補助と異なってき見、保佐、補助と異なってき

ますが 、制度の違いの説明ますが 、制度の違いの説明ますが 、制度の違いの説明ますが 、制度の違いの説明

はここでは省略します。はここでは省略します。はここでは省略します。はここでは省略します。

■ 特に成年後見制度を利■ 特に成年後見制度を利■ 特に成年後見制度を利■ 特に成年後見制度を利

用すべき事案用すべき事案用すべき事案用すべき事案

高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全高齢者の財産管理や保全

の必要性が高い場合、成年の必要性が高い場合、成年の必要性が高い場合、成年の必要性が高い場合、成年

後見制度を利用する価値が後見制度を利用する価値が後見制度を利用する価値が後見制度を利用する価値が

高いと言えます。高いと言えます。高いと言えます。高いと言えます。

残 念 な こ と で す が 、 高 齢残念 な こ と で す が 、 高 齢残念 な こ と で す が 、 高 齢残念 な こ と で す が 、 高 齢

者の判断能力が衰えている者の判断能力が衰えている者の判断能力が衰えている者の判断能力が衰えている

こ とをいい こ とに 、財産を親こ とをいい こ とに 、財産を親こ とをいい こ とに 、財産を親こ とをいい こ とに 、財産を親

族が勝手に消費 した り処分族が勝手に消費 した り処分族が勝手に消費 した り処分族が勝手に消費 した り処分

した りするケースが見られました りするケースが見られました りするケースが見られました りするケースが見られま

す。また、高齢者の財産を自す。また、高齢者の財産を自す。また、高齢者の財産を自す。また、高齢者の財産を自

由にしたいがために親族が由にしたいがために親族が由にしたいがために親族が由にしたいがために親族が

率先して財産管理を申し出率先して財産管理を申し出率先して財産管理を申し出率先して財産管理を申し出

る場合もあります。高齢者のる場合もあります。高齢者のる場合もあります。高齢者のる場合もあります。高齢者の

財産管理が、相続争いの前財産管理が、相続争いの前財産管理が、相続争いの前財産管理が、相続争いの前

哨戦 と言わ れ る所以です 。哨戦 と 言わ れ る所以です 。哨戦 と 言わ れ る所以です 。哨戦 と 言わ れ る所以です 。

このような場合は、成年後このような場合は、成年後このような場合は、成年後このような場合は、成年後

見制度の利用を積極的に検見制度の利用を積極的に検見制度の利用を積極的に検見制度の利用を積極的に検

討すべきです。討すべきです。討すべきです。討すべきです。

なお 、親族以外の弁護士なお、親族以外の弁護士なお、親族以外の弁護士なお、親族以外の弁護士

などが成年後見人（保佐人、などが成年後見人（保佐人、などが成年後見人（保佐人、などが成年後見人（保佐人、

補助人）として家庭裁判所か補助人）として家庭裁判所か補助人）として家庭裁判所か補助人）として家庭裁判所か

ら選任されると、事務量に応ら選任されると、事務量に応ら選任されると、事務量に応ら選任されると、事務量に応

じて毎月１万から３万円程度じて毎月１万から３万円程度じて毎月１万から３万円程度じて毎月１万から３万円程度

の報酬を支払わなければなの報酬を支払わなければなの報酬を支払わなければなの報酬を支払わなければな

らないことが予想されますのらないことが予想されますのらないことが予想されますのらないことが予想されますの

で、ある程度の財産がないとで、ある程度の財産がないとで、ある程度の財産がないとで、ある程度の財産がないと

成年後見制度は利用が難し成年後見制度は利用が難し成年後見制度は利用が難し成年後見制度は利用が難し

くなってきます。くなってきます。くなってきます。くなってきます。

（ただし、岡山市の場合、市（ただし、岡山市の場合、市（ただし、岡山市の場合、市（ただし、岡山市の場合、市

長が成年後見申立を行い 、長が成年後見申立を行い 、長が成年後見申立を行い 、長が成年後見申立を行い 、

かつ生活保護受給者、又はかつ生活保護受給者、又はかつ生活保護受給者、又はかつ生活保護受給者、又は

年収 １ ５ ０万円以下で現金 ・年収 １ ５ ０万円以下で現金 ・年収 １ ５ ０万円以下で現金 ・年収 １ ５ ０万円以下で現金 ・

預貯金等の資産が１５０万円預貯金等の資産が１５０万円預貯金等の資産が１５０万円預貯金等の資産が１５０万円

以下の方については、成年以下の方については、成年以下の方については、成年以下の方については、成年

後見制度利用支援事業助成後見制度利用支援事業助成後見制度利用支援事業助成後見制度利用支援事業助成

金から報酬が助成されること金から報酬が助成されること金から報酬が助成されること金から報酬が助成されること

があります）があります）があります）があります）

■ 申立の準備（１）■ 申立の準備（１）■ 申立の準備（１）■ 申立の準備（１）

申 立 がで き る のは 、基本申立がで き る のは 、基本申立がで き る のは 、基本申立がで き る のは 、基本

的には本人 、配偶者 、四親的には本人 、配偶者 、四親的には本人 、配偶者 、四親的には本人 、配偶者 、四親

等以内の親族などに限られ等以内の親族などに限られ等以内の親族などに限られ等以内の親族などに限られ

ています。ています。ています。ています。

弁護士は 、 これ ら申立予弁護士は 、 これ ら申立予弁護士は 、 これ ら申立予弁護士は 、 これ ら申立予

定者から、現実に困っておら定者から、現実に困っておら定者から、現実に困っておら定者から、現実に困っておら

れる事情を聴き取りし、申立れる事情を聴き取りし、申立れる事情を聴き取りし、申立れる事情を聴き取りし、申立
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書の内容に反映 させ ます 。書の内容に反映 させ ます 。書の内容に反映 させ ます 。書の内容に反映 させ ます 。

例えば 、本来は代理権を例えば 、本来は代理権を例えば 、本来は代理権を例えば 、本来は代理権を

有 しない保佐人 、補助人で有 しない保佐人 、補助人で有 しない保佐人 、補助人で有 しない保佐人 、補助人で

あつて も 、 特別に対象事項あつて も 、 特別に対象事項あつて も 、 特別に対象事項あつて も 、 特別に対象事項

を限定したうえで代理権を付を限定したうえで代理権を付を限定したうえで代理権を付を限定したうえで代理権を付

与してもら うこ ともできます。与してもら うこ ともできます。与してもら うこ ともできます。与してもら うこ ともできます。

■ 申立の準備（２）■ 申立の準備（２）■ 申立の準備（２）■ 申立の準備（２）

申立に必要な書類は以下申立に必要な書類は以下申立に必要な書類は以下申立に必要な書類は以下

のとおりです。必要な書類にのとおりです。必要な書類にのとおりです。必要な書類にのとおりです。必要な書類に

ついて 、弁護士が取 り寄せついて 、弁護士が取 り寄せついて 、弁護士が取 り寄せついて 、弁護士が取 り寄せ

るのか依頼者側で準備するるのか依頼者側で準備するるのか依頼者側で準備するるのか依頼者側で準備する

のかについて役割分担を協のかについて役割分担を協のかについて役割分担を協のかについて役割分担を協

議してお く必要があります。議してお く必要があります。議してお く必要があります。議してお く必要があります。

①申立書①申立書①申立書①申立書

これは弁護士が作成致しこれは弁護士が作成致しこれは弁護士が作成致しこれは弁護士が作成致し

ます。ます。ます。ます。

②本人の戸籍謄本②本人の戸籍謄本②本人の戸籍謄本②本人の戸籍謄本

③戸籍の付票③戸籍の付票③戸籍の付票③戸籍の付票

④後見登記事項証明書④後見登記事項証明書④後見登記事項証明書④後見登記事項証明書

後見開始の審判などを受後見開始の審判などを受後見開始の審判などを受後見開始の審判などを受

けていないか、あるいは既にけていないか、あるいは既にけていないか、あるいは既にけていないか、あるいは既に

受けてい るかについての証受けてい るかについての証受けてい るかについての証受けてい るかについての証

明ですが 、取 り 寄せ を弁護明ですが 、取 り 寄せ を弁護明ですが 、取 り 寄せ を弁護明ですが 、取 り 寄せ を弁護

士に依頼する場合は 、それ士に依頼する場合は 、それ士に依頼する場合は 、それ士に依頼する場合は 、それ

専用の委任状が必要です。専用の委任状が必要です。専用の委任状が必要です。専用の委任状が必要です。

⑤診断書⑤診断書⑤診断書⑤診断書

これは本人の精神状態をこれは本人の精神状態をこれは本人の精神状態をこれは本人の精神状態を

明らかにするもので、成年後明らかにするもので、成年後明らかにするもので、成年後明らかにするもので、成年後

見制度専用の診断書用紙が見制度専用の診断書用紙が見制度専用の診断書用紙が見制度専用の診断書用紙が

あります（書式は岡山地方裁あります（書式は岡山地方裁あります（書式は岡山地方裁あります（書式は岡山地方裁

判所のホームページの右「裁判所のホームページの右「裁判所のホームページの右「裁判所のホームページの右「裁

判 手続 き を 利用す る 方へ 」判 手続 き を 利用す る 方へ 」判 手続 き を 利用す る 方へ 」判 手続 き を 利用す る 方へ 」

→ 「手続き案内 」→ 「岡山家→ 「手続き案内 」→ 「岡山家→ 「手続き案内 」→ 「岡山家→ 「手続き案内 」→ 「岡山家

庭 裁 判 所 の 書 式 例 、 記 載庭 裁 判 所 の 書 式 例 、 記 載庭 裁 判 所 の 書 式 例 、 記 載庭 裁 判 所 の 書 式 例 、 記 載

例 」を順次ク リックして くださ例 」を順次ク リックして くださ例 」を順次ク リックして くださ例 」を順次ク リックして くださ

い）。い）。い）。い）。

この診断書の記載内容にこの診断書の記載内容にこの診断書の記載内容にこの診断書の記載内容に

応 じて 、後見人か保佐人か応 じて 、後見人か保佐人か応 じて 、後見人か保佐人か応 じて 、後見人か保佐人か

補助人かが事実上決まって補助人かが事実上決まって補助人かが事実上決まって補助人かが事実上決まって

きます。きます。きます。きます。

この診断書は本人か親族この診断書は本人か親族この診断書は本人か親族この診断書は本人か親族

の方に取 り寄せ をお願い しの方に取 り寄せ をお願い しの方に取 り寄せ をお願い しの方に取 り寄せ をお願い し

たいところです。たいところです。たいところです。たいところです。

⑥後見人（保佐人、補助人）⑥後見人（保佐人、補助人）⑥後見人（保佐人、補助人）⑥後見人（保佐人、補助人）

候補者の資料候補者の資料候補者の資料候補者の資料

・戸籍謄本・戸籍謄本・戸籍謄本・戸籍謄本

・住民票写し・住民票写し・住民票写し・住民票写し

・身分証明書・身分証明書・身分証明書・身分証明書

・後見登記事項証明書・後見登記事項証明書・後見登記事項証明書・後見登記事項証明書

■ 申立の準備（３）■ 申立の準備（３）■ 申立の準備（３）■ 申立の準備（３）

本人の財産としてどのよう本人の財産としてどのよう本人の財産としてどのよう本人の財産としてどのよう

なものがあるのか、財産目録なものがあるのか、財産目録なものがあるのか、財産目録なものがあるのか、財産目録

と関係資料 （例 えば預金通と関係資料 （例 えば預金通と関係資料 （例 えば預金通と関係資料 （例 えば預金通

帳、生命保険証書の写し）を帳、生命保険証書の写し）を帳、生命保険証書の写し）を帳、生命保険証書の写し）を

提出することになります。提出することになります。提出することになります。提出することになります。

把握できる範囲でと りま と把握できる範囲でと りま と把握できる範囲でと りま と把握できる範囲でと りま と

めておいていただければ助めておいていただければ助めておいていただければ助めておいていただければ助

かります。かります。かります。かります。

ま た 、 定 期的 な収入 と支ま た 、 定 期的 な収入 と支ま た 、 定 期的 な収入 と支ま た 、 定 期的 な収入 と支

出 を も 明 ら か にす る必要 が出 を も 明 ら か にす る必要 が出 を も 明 ら か にす る必要 が出 を も 明 ら か にす る必要 が

あります。収支予定表といわあります。収支予定表といわあります。収支予定表といわあります。収支予定表といわ

れるものです。れるものです。れるものです。れるものです。

これら関連資料をと り ま とこれら関連資料をと り ま とこれら関連資料をと り ま とこれら関連資料をと り ま と

め て 提 出 す る こ と に な り まめ て 提 出 す る こ と に な り まめ て 提 出 す る こ と に な り まめ て 提 出 す る こ と に な り ま

す。具体的にどのような資料す。具体的にどのような資料す。具体的にどのような資料す。具体的にどのような資料

が必要かは 「チエック リス ト 」が必要かは 「チエック リス ト 」が必要かは 「チエック リス ト 」が必要かは 「チエック リス ト 」

が あ り ますので 、それを も とがあ り ますので 、それを も とがあ り ますので 、それを も とがあ り ますので 、それを も と

に 確認 し てい く こ と と な り まに 確認 し てい く こ と と な り まに 確認 し てい く こ と と な り まに 確認 し てい く こ と と な り ま

す。す。す。す。

■ 費用■ 費用■ 費用■ 費用

①鑑定費用①鑑定費用①鑑定費用①鑑定費用

申立後、本人の判断能力申立後、本人の判断能力申立後、本人の判断能力申立後、本人の判断能力

を明 らか にす るための鑑定を明 らか にす るための鑑定を明 らか にす るための鑑定を明 らか にす るための鑑定

が行われる場合があります。が行われる場合があります。が行われる場合があります。が行われる場合があります。

そ の 費 用 が ５ 万 円 か か り まそ の 費 用 が ５ 万 円 か か り まそ の 費 用 が ５ 万 円 か か り まそ の 費 用 が ５ 万 円 か か り ま

す。す。す。す。

なお 、診断書に記載されなお 、診断書に記載されなお 、診断書に記載されなお 、診断書に記載され

た長谷川式認知症検査の結た長谷川式認知症検査の結た長谷川式認知症検査の結た長谷川式認知症検査の結

果が ９点以下の場合 、鑑定果が ９点以下の場合 、鑑定果が ９点以下の場合 、鑑定果が ９点以下の場合 、鑑定

が不要となる場合がでてきまが不要となる場合がでてきまが不要となる場合がでてきまが不要となる場合がでてきま

す。す。す。す。

②申立書に添付する印紙代②申立書に添付する印紙代②申立書に添付する印紙代②申立書に添付する印紙代

８００円８００円８００円８００円

③登記印紙代 ２６００円③登記印紙代 ２６００円③登記印紙代 ２６００円③登記印紙代 ２６００円

（H23.4.1改訂）（H23.4.1改訂）（H23.4.1改訂）（H23.4.1改訂）

④切手代 ３７４０円④切手代 ３７４０円④切手代 ３７４０円④切手代 ３７４０円

（保佐、補助の場合は４７８０（保佐、補助の場合は４７８０（保佐、補助の場合は４７８０（保佐、補助の場合は４７８０

円）円）円）円）

■ その他■ その他■ その他■ その他

弁護士に依頼する場合の弁護士に依頼する場合の弁護士に依頼する場合の弁護士に依頼する場合の

手数料は 、法律事務所によ手数料は 、法律事務所によ手数料は 、法律事務所によ手数料は 、法律事務所によ

りまちまちですが、当事務所りまちまちですが、当事務所りまちまちですが、当事務所りまちまちですが、当事務所

では２１万円を標準にしていでは２１万円を標準にしていでは２１万円を標準にしていでは２１万円を標準にしてい

ますが 、具体的な金額は実ますが 、具体的な金額は実ますが 、具体的な金額は実ますが 、具体的な金額は実

情に応 じ て協議 し て決定 し情に応 じ て協議 し て決定 し情に応 じ て協議 し て決定 し情に応 じ て協議 し て決定 し

ます。ます。ます。ます。

なお、費用面の問題から、なお、費用面の問題から、なお、費用面の問題から、なお、費用面の問題から、

弁 護 士 を 依 頼 で き な い 場弁 護 士 を 依 頼 で き な い 場弁 護 士 を 依 頼 で き な い 場弁 護 士 を 依 頼 で き な い 場

合 、法律扶助制度を利用 し合 、法律扶助制度を利用 し合 、法律扶助制度を利用 し合 、法律扶助制度を利用 し

て弁護士費用を立て替えてて弁護士費用を立て替えてて弁護士費用を立て替えてて弁護士費用を立て替えて

もらうこともできます。もらうこともできます。もらうこともできます。もらうこともできます。

詳 し い こ と は弁護士にお詳 しい こ と は弁護士にお詳 しい こ と は弁護士にお詳 しい こ と は弁護士にお

問い合わせ下さい。問い合わせ下さい。問い合わせ下さい。問い合わせ下さい。
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